
　

先
日
、
あ
る
気
象
学
者
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い

た
。

　

増
田
善
信
さ
ん
、
享
年
1
0
1
歳
。

現
在
の
京
丹
後
市
弥
栄
町
出
身
で
、
戦

前
か
ら
気
象
庁
に
勤
め
て
い
た
。
増
田

さ
ん
が
終
生
伝
え
続
け
た
こ
と
が
あ
る
。

戦
時
中
、
天
気
予
報
は
「
敵
に
有
利
な

情
報
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て

軍
事
機
密
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

台
風
が
上
陸
し
て
も
住
民
に
は
一
切
知

ら
さ
れ
ず
、
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。

　

増
田
さ
ん
は
気
象
庁
を
退
官
後
、
原

爆
が
引
き
起
こ
し
た
「
黒
い
雨
」
を
研

究
し
、
全
国
で
講
演
会
を
行
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
天
気
予
報
に
つ
い
て
こ
う
伝
え

て
い
た
と
い
う
。

　
「
天
気
予
報
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
。

何
と
し
て
も
天
気
予
報
を
守
る
世
の
中

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

　

人
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
情
報
が
届
け
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
時
代
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
誌
面
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙
の
結

果
も
出
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
平
和
を
求

め
、
人
の
命
と
暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
社

会
で
あ
る
よ
う
意
思
表
示
を
続
け
て
い

き
た
い
。

も
え
く
さ
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多
様
性
を
認
め
合
い
、
思
い
や
り
を

大
切
に
す
る
地
域
づ
く
り

可
能
性
を
広
げ
、
自
己
実
現
を

支
え
る
取
り
組
み
の
推
進

 “
支
え
る
人
と
組
織
〟
を

支
え
る
取
り
組
み

困
り
ご
と
を
と
り
こ
ぼ
さ
な
い

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

組
織
・
財
政
基
盤
の

取
り
組
み
の
方
向
性

（
１
）
絆
ネ
ッ
ト
の
推
進

〇
地
域
ひ
と
つ
な
ぎ
事
業
に
よ
る
見
守
り
活

動・
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
団
体
（
1
9
4

団
体
）
へ
活
動
助
成
。

〇
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
実
践
交
流
会
の
開
催

・
京
都
府
市
町
村
社
協
連
合
会
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
以
来
５
年
ぶ
り
に
八
幡
市
に
て
活

動
実
践
交
流
会
を
参
集
で
開
催
し
、
福
祉
と

他
分
野
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
実
践
交
流
を

し
た
。

（
１
）
京
都
地
域
福
祉
創
生
事
業
（
わ
っ
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

・
社
会
的
養
護
施
設
退
所
者
へ
の
新
規
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
あ
す
・
い
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
令
和
７
年
度
開
始
に
向
け
て
、
新
規

事
業
説
明
会
や
参
画
法
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
た
。

（
２
）
重
層
的
体
制
整
備
構
築
市
町
村
後
方

支
援
事
業
の
受
託
実
施

・
制
度
の
狭
間
や
複
合
化
す
る
福
祉
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
京
都
府
か
ら
「
重
層
的
体

制
整
備
構
築
市
町
村
後
方
支
援
事
業
」
の
委

託
を
受
け
、
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
相

談
・
支
援
体
制
づ
く
り
の
支
援
及
び
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
だ
。

（
３
）
災
害
時
に
配
慮
が
必
要
な
人
を
支
え

る
取
り
組
み

〇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

（
１
）
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
事
業

・
地
域
課
題
支
え
合
い
補
助
金
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
活
動
、
子
育
て
支
援
活

（
１
）
居
場
所
づ
く
り
や
、
支
え
ら
れ
る
人

も
誰
か
を
支
え
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

・
き
ょ
う
と
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
延

べ
2
8
0
件
の
食
材
提
供
を
受
け
入
れ
、

延
べ
1
7
6
1
か
所
の
子
ど
も
の
居
場
所

に
配
布
す
る
と
と
も
に
企
業
連
携
も
強
化
し

た
。

・
こ
ど
も
城
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
京
都
府

丹
後
広
域
振
興
局
と
共
同
で
開
催
し
た
。

（
１
）
介
護
・
福
祉
現
場
に
お
け
る
生
産
性

向
上
の
取
組
の
推
進

〇
セ
ミ
ナ
ー
、
見
学
会
等
の
取
組

・
生
産
性
向
上
推
進
セ
ミ
ナ
ー
（
参
集
、
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）
の
開
催

・
京
都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
理

事
会
で
生
産
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
と
意
見
交
換

（
１
）
府
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加

（
１
）
福
祉
ニ
ー
ズ
を
と
り
こ
ぼ
さ
ず
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
機
能
の
充
実

〇
特
例
貸
付
の
償
還
業
務
、
相
談
・
生
活
支

援
の
実
施

・
償
還
免
除
に
あ
た
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

（
１
）
組
織
基
盤
強
化
の
た
め
の
取
組

〇
事
業
・
事
務
の
Ｄ
Ｘ
化
及
び
広
報
、
情
報

発
信
の
充
実
強
化

・
局
内
の
提
出
書
類
の
電
子
申
請
化
、
簡
易

決
裁
の
電
子
化
な
ど
を
実
施
。

・
公
式
S
N
S
（
X
）
に
よ
る
情
報
発
信
を

し
、
情
報
発
信
機
能
を
強
化
し
た
。

（
２
）
第
６
次
中
期
計
画
の
策
定

・
中
期
計
画
策
定
委
員
会
を
７
回
実
施
す
る

と
と
も
に
全
職
員
参
加
の
局
内
協
議
を
行
っ

た
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
１
月
に
開
催
し
、
京
都

の
福
祉
の
最
前
線
の
取
り
組
み
の
報
告
や
中

期
計
画
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
意
見
交
換
し

た
。
参
加
者
71
人
。

掲
載
、
償
還
免
除
の
案
内
の
送
付
、
未
提
出

の
全
借
受
人
に
対
し
て
市
区
町
村
社
協
で
の

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
。

・
償
還
猶
予
を
希
望
す
る
借
受
人
は
何
ら
か

の
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生

活
相
談
の
一
環
と
し
て
市
区
町
村
社
協
の
窓

口
で
申
請
を
受
け
付
け
た
。

〇
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
・
支
援
事
業
の
実

施・
市
町
村
社
協
と
協
働
し
て
償
還
支
援
や
生

活
相
談
・
支
援
の
推
進
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
特
例
貸
付
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
相
談
・
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

・
市
町
村
社
協
に
お
い
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に

新
た
な
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

・
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
を
運
営
し
、
市
町
村
社
協
お
よ
び
多

様
な
活
動
団
体
と
連
携
し
、
災
害
時
の
備
え

を
図
っ
た
。
初
動
支
援
チ
ー
ム
研
修
や
京
都

府
総
合
防
災
訓
練
（
福
知
山
市
）
へ
の
参
加

等
を
行
っ
た
。

・
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ
ン

タ
ー
（
京
都
D
W
A
T
）
に
つ
い
て
、
京

都
府
と
の
共
同
事
務
局
と
し
て
、
能
登
半
島

地
震
の
活
動
に
か
か
る
振
り
返
り
会
議
を
開

催
し
た
ほ
か
、
福
祉
避
難
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
、
京
都
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
養

成
研
修
、
京
都
府
防
災
訓
練
へ
の
参
加
等
を

行
っ
た
。

〇
京
都
府
内
へ
の
避
難
者
の
つ
ど
い
「
能
登

福
祉
の
関
係
人
口
を
増
や
す

魅
力
あ
る
入
り
口
づ
く
り
支
援

2 1 京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告·

決
算

令
和
６
年
度

動
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
等
へ
の

助
成
を
強
化
。

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り

の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検
索
ペ
ー
ジ
を

運
用
し
た
。

・「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
講
座
」
等
出
前
講
座
で
啓
発
を
行
っ

た
。多

様
性
を
認
め
合
え
る

地
域
づ
く
り
の
支
援

・
京
都
府
立
植
物
園
で
開
催
さ
れ
た
府
民
交

流
フ
ェ
ス
タ
（
11
月
３
日
）
に
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

（
２
）
福
祉
教
育
の
推
進

・
多
様
性
を
認
め
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
社
協
で
取
り
組
ん

で
き
た
福
祉
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
夫
や

成
果
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
社
会

福
祉
法
人
等
多
機
関
と
の
連
携
や
当
事
者
と

と
も
に
考
え
る
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
の
視
点
に
つ
い
て
学
ぶ
、
地
域
福
祉
課
題

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

よ
り
借
受
人
世
帯
の
償
還
相
談
や
生
活
上
の

様
々
な
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
支
援
物
資
の
配
布
や
生
活
相
談
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
た
。

・
自
立
相
談
支
援
機
関
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
償
還
免
除
・
猶
予
・
分
割
償
還
申
請
や

就
労
、生
活
保
護
の
相
談
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

借
受
人
世
帯
の
生
活
課
題
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。

一般会計　実質収支のまとめ　　　　　　　　　（単位：千円）

令和６年度一般会計決算の概要

令和６年度決算（A）令和５年度決算（B） 差異（A-B）

事業収入 627,902 590,810 37,092

事業支出 630,080 584,964 45,116

事業収支差額 △ 2,178 5,846 △ 8,024

施設整備収入 0 0 0

施設整備支出 439 0 439

施設整備等差額 △ 439 0 △ 439

その他の収入 3,015 3,084 △ 69

その他の支出 2 8,642 △ 8,640

その他の収支差額 3,013 △ 5,558 8,571

当期収支差額 396 288 108

（注）実質的収支とは、本会の事業運営に関わる収支を示すも
ので、退職金支給にかかる収支、貸付事業の貸付金・償還金、
ボランティア基金サービス区分及び会計区分間の収支を除外
しています。

生活福祉資金会計の概要

令和６年度決算（A）令和５年度決算（B） 増減（A-B）

貸付 453,314 473,001 △ 19,687

償還 556,944 630,204 △ 73,260

令和６年度決算（A） 令和５年度決算（B） 増減（A-B）

償還 1,251,195 1,330,364 △ 79,169

令和６年度の生活福祉資金（特例）償還金の状況は下記のとおりです。

生活福祉資金には、教育資金の貸付（教育支援資金）、一時的
に必要な経費の貸付（福祉資金）、失業等によってお困りの方
への貸付（総合支援資金）などがあります。
令和 6年度の生活福祉資金（本則）貸付金、償還金の状況は
下記のとおりです。 （単位：千円）

4

5

678

3

き
ま
っ
し
カ
フ
ェ
」
の
実
施

・
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
豪
雨
で
石
川

県
か
ら
京
都
へ
避
難
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
と

し
て
、
石
川
県
や
石
川
県
人
会
等
の
協
力
を

得
て
避
難
者
の
つ
ど
い
「
能
登
き
ま
っ
し
カ

フ
ェ
」
を
３
月
２
日
に
開
催
し
た
。

策
定
し
た
第
６
次
中
期

計
画
は
、
京
都
の
福
祉

５
、６
月
号
に
概
要
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

を
実
施
。

・
生
産
性
向
上
事
業
所
見
学
会
の
開
催
。
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「
京
都
府
介
護
・
福
祉
職
場
業
務

改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
！

　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
京
都
府
内

の
介
護
・
福
祉
職
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上

の
推
進
の
取
り
組
み
の
広
が
り
と
定
着
を
目

的
に
、
京
都
府
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
５
月

30
日
に
「
京
都
府
介
護
・
福
祉
職
場
業
務
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
さ

れ
る
２
０
４
０
年
頃
に
か
け
て
、
そ
の
傾
向

わっかプロジェクトでは地域の福祉課題の解決に向けて共に活動
してくださる社会福祉法人を募集しています。活動の方法は法人
により様々です。その地域にとって何が必要なのか。社会福祉法
人として地域のために何ができるのか。一緒に考えていきませんか。

わっかプロジェクト参画のお願い

1 居住支援

2 修学支援

3  就労支援

上限10万円 /１対象者あたり
引っ越し費用、
入居費用（敷金・礼金等）相当の給付

上限5万円 /１対象者あたり
受験料や入学金の給付　
※ 一度就職した後に進学する場合も
　 申請可能

上限10万円 /１対象者あたり
就職活動時のスーツ等購入・
交通費等の給付
資格取得費用給付
※ 時給アップや就職につながる
    資格取得講座も申請可能

参画法人（28 法人）R6年度
宇治福祉園／京都障害者福祉センター／みずなぎ
学園／南山城学園／利生会／松寿苑／みねやま福
祉会／大樹会／京都基督教福祉会／倣襄会／秀孝
会／向陽福祉会／八幡福祉協会／白川学園／成光
苑／真愛の家／やすらぎ福祉会／青谷学園／安寿
会／宏量福祉会／大江福祉会／みつみ福祉会／向
陵会／京都ライフサポート協会／うめの木福祉会
／しあわせネットワーク／大住福祉会／迦陵園

限られた人材で、質を確保しながら効果的にケ
アを提供するための対応策として、「生産性向上」
に取り組むことが大切です。業務の改善活動を
通じて、サービスの質を維持、向上させるとと
もに、日々忙しい介護・福祉職場の職場環境を
より働きやすく変えていくことを目指します。
日々の業務を振り返り、改善が必要な現場の課
題を洗い出し、職員同士で意見を交わしながら、
小さな成功体験を積み上げていくことが生産性
向上の取り組みとして大切だと言われています。
取り組みの結果、事業所の物品や書類の整理・
整頓を行ったことで、業務効率化が図られた事
例もあるほか、ICT 機器等のテクノロジーの導入・
活用を行うことで、介護現場での職員の負担が
軽減したなどの成功事例も多くあります。

生
産
性
向
上
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
！

あ
す
・
い
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
る
ま
で

今
後
に
向
け
て

●生産性向上に係る具体的手法を学ぶ

　セミナーや好事例の勉強会・見学会等の開催 

●相談窓口の設置

  ・介護・福祉事業所からの各種相談の受付

  ・専門家派遣の実施 

●伴走支援

●生産性向上に係る取組の普及推進・

　情報発信 

京都府介護・福祉職場業務改善支援センター
【問合せ先】
TEL： 090-1637-3290
E-Mail：seisansei@kyoshakyo.or.jp

【受付時間】 9:00 ～ 16:30
（12:00 ～ 13:00 を除く / 土・日・祝日を除く）
【相談費用】：無料

　
セ
ン
タ
ー
開
設
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
生
産
性
向
上
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
６
月

11
日
、
13
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。
株
式
会
社
T
R
A
P
E
代
表
取
締
役

の
鎌
田
大
啓
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
生
産

性
向
上
の
推
進
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
京
都
府
内
の
２
事
業
所
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
の
生
産
性
向
上
の
取
り

組
み
状
況
や
、
そ
の
進
め
方
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
３
０
０
の
事
業
所
に
参
加
い

た
だ
き
、
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
８
割
以
上
の
参
加

　
京
都
府
社
協
で
は
平
成
26
年
よ
り
京
都
地

域
福
祉
創
生
事
業（
通
称：わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
わ
っ
か
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
京
都
府
内
の
社
会
福
祉

法
人
が
複
数
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
制
度

の
狭
間
に
あ
る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
主
に
、
こ
ど
も
へ
の
支
援
を
中

心
と
し
、
こ
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
等
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

７
年
４
月
よ
り
新
た
に
「
あ
す
・
い
ろ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。

　
施
設
や
里
親
の
元
を
離
れ
た
若
者
（
ケ
ア

リ
ー
バ
ー
）
が
頼
る
先
が
無
い
場
合
、「
金

が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
予
測
で
、
将
来
の
介

護
ニ
ー
ズ
の
急
増
と
多
様
化
に
備
え
る
こ
と

は
、
国
を
挙
げ
て
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
京
都
府
介
護
・
福
祉
職
場
業
務
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
加
え
、
障
害
者
施
設
や
児
童
養
護
施
設
、

保
育
所
等
を
対
象
に
、
生
産
性
向
上
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
そ
の
普
及
・
啓

発
・
情
報
発
信
な
ど
、
多
機
関
と
連
携
し
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
所
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
に
よ
っ
て
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
手
順
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
、
ま
た
独
自
に
生
産
性

向
上
の
取
り
組
み
を
行
え
そ
う
だ
と
の
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

センター事業内容

生産性向上に取り組むメリットは？

銭
面
」「
住
居
確
保
」
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
本
会
の
施
設
等
入
所

児
童
自
立
支
援
資
金
貸
付
に
お
い
て
も
、
保

証
人
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
引
越
し
費
用

の
工
面
に
苦
慮
し
た
ケ
ー
ス
、
複
数
校
受
験

を
希
望
す
る
場
合
に
受
験
料
が
高
額
と
な
り

工
面
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
、
遠
方
で
の
就
職

活
動
に
際
し
て
交
通
費
の
工
面
に
困
る
ケ
ー

ス
な
ど
既
存
の
貸
付
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
「
あ
す・い
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、わ
っ

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
社
会
福
祉
法

人
が
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
拠
出

金
を
基
に
給
付
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
あ
す
・
い
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

社
会
に
出
て
困
っ
た
際
に
近
く
に
頼
れ
る
支

援
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
、
退
所
後

に
も
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
支
援
が
あ
る
こ

と
で
困
り
ご
と
の
解
消
に
つ
な
が
り
自
立
の

一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
ど

も
・
若
者
支
援
の
み
な
ら
ず
高
齢
・
障
害
分

野
で
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。
私
た
ち
京
都
府
社
協
は
、

府
内
社
会
福
祉
法
人
の
力
を
合
わ
せ
、
制
度

の
狭
間
に
あ
る
福
祉
課
題
の
解
決
を
目
指
し

ま
す
。

京都の社会福祉法人がケアリーバーを応援！

支援メニュー

あす・いろプロジェクトあす・いろプロジェクトがスタートしました！がスタートしました！あす・いろプロジェクトがスタートしました！
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

【施設名】（福）丹後福祉会【場所】京都府京丹後市網野町木津 225-2【URL】https://tangoen.net/【TEL】 0772-74-9888【FAX】0772-74-0027

◆職場のいいところ◆職場のいいところ

利用者さんと職員の温かなやり取りが
日常的。相談しやすく、成長を支えて
くれる環境です。

先輩方が優しく、丁寧に育ててもらえる
安心感があります。職員と利用者さん
の笑顔があふれる職場です。

　
地
元
・
京
丹
後
市
で
育
っ
た
竹
中
こ

う
み
さ
ん
と
今
井
杏
実
さ
ん
は
、
高
校

の
同
級
生
。
専
門
学
校
も
共
に
進
み
、

卒
業
後
は
丹
後
福
祉
会
へ
入
職
し
た
。

　「
中
学
生
の
と
き
、
こ
の
施
設
で
職

場
体
験
を
し
て
福
祉
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
」
と
今
井
さ
ん
。
竹
中
さ
ん
は
高

校
時
代
の
福
祉
の
授
業
で
関
心
を
深
め

た
と
い
う
。

　
今
年
度
に
入
職
し
た
二
人
。
現
在
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
、
利

用
者
の
食
事
介
助
や
身
の
回
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。「
最

初
は
時
間
に
追
わ
れ
必
死
で
し
た
が
、

最
近
は
少
し
ず
つ
余
裕
が
出
て
き
ま
し

た
」
と
竹
中
さ
ん
。「
一
人
で
業
務
を

こ
な
せ
る
場
面
が
増
え
、
成
長
を
感
じ

ま
す
」
と
今
井
さ
ん
も
笑
顔
を
見
せ
る
。

や
り
が
い
は
、
利
用
者
の
「
あ
り
が
と

う
」
の
一
言
。「
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
瞬
間
が
一
番

嬉
し
い
」
と
二
人
は
声
を
揃
え
る
。

　
今
後
は
、
竹
中
さ
ん
は
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
生
か
し
な
が
ら
「
よ
り
幅
広

い
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
」
と
話
し
、

今
井
さ
ん
は
「
先
輩
同
士
の
話
し
合
い

に
加
わ
れ
る
よ
う
、
ま
ず
は
業
務
を
一

人
で
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

目
標
を
見
据
え
て
い
る
。

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ24-11108より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和７年度

丹後福祉会

“
あ
り
が
と
う
”
の一
言
が
、  

  

私
た
ち
の
背
中
を

  

押
し
て
く
れ
ま
す

今
い ま い

井 杏
あ ず み

実さん竹
た け な か

中 こうみさん

◆この職場を選んだ決め手は？◆この職場を選んだ決め手は？
中学の職場体験で訪れた場所。家族
のそばで働きたい思いもあり、迷わずこ
こを選びました。

地元の高齢者を支えたい。その思いか
ら、昔から親しみのあるこの地域で働
く道を選びました。
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京
都

の
福

祉
支
え
る
人
を
支
え
る

2025
年
8
月
号

no.620
発

行
所

／
社

会
福

祉
法

人
　

京
都

府
社

会
福

祉
協

議
会

〒
604-0874　

京
都

市
中

京
区

竹
屋

町
通

烏
丸

東
入

ル
清

水
町

375　
TEL.075-252-6291　

 FAX.075-252-6310 

令和7年6月17日　「南山城地区労働福祉協議会」様　　60,000円
令和7年6月23日　「中井　敏宏」様　　50,000円

ご寄付ありがとうございました。
ご芳志の趣旨に沿い活用させていただきます。

●京都府社会福祉協議会の会長・副会長
（任期：令和７年６月２４日～令和９年定時評議員会終結時）

　６月 24 日開催の評議員会、理事会において
常務理事に選任いただきました。もとより微力
ではございますが、これまでの経験、知識を活
かし、地域の皆様とともに地域福祉の一層の向
上に努めてまいります。
　近年、人間関係が希薄化する中、私たちは様々
な課題に直面しており、とりわけこどもを取り
巻く厳しい状況や、頻発化・激甚化する災害へ
の備えや取り組みが重要であると認識しており
ます。
　こうした中、京都府社協では本年度から「第
６次中期計画」をスタートさせました。８つの
重点方針を定め、中でも「こども未来プロジェ
クトの推進」、「大規模災害等非常時に対応でき
る支援体制づくり」を重点事項として位置付け
たところであり、これらの取り組みを強化、推
進してまいります。
　そして、この計画の基本理念である「つなが
りをいかして、だれもが尊厳をもっていきるこ
とができる社会をつくる」ため、本会役職員一
丸となって全力で取り組んで参りますので、皆
様方のご指導ご協力を賜りますようによろしく
お願い申し上げます。

足立  操新常務理事就任挨拶

役員の新しい任期がスタートし、
会長、副会長、常務理事が新体制になりました。京都府社協の組織ニュース

会長
（再任）

小畑　英明
日新電機株式会社　顧問

副会長
（再任）

櫛田　匠
京都府社会福祉法人経営者協議会 会長

副会長
（再任）

本郷　俊明
京都府民生児童委員協議会 会長

副会長
（新任）

脇田　武勝
京都府市町村社会福祉協議会連合会 会長

副会長
（再任）

高屋　宏章
京都市社会福祉協議会 会長

寄付

現在、募集中の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。

研修課ではさまざまな研修を企画・実施中です。
令和７年度に実施予定の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/news/13590

https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyuHP

HP

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

京都府社協 検索●本会へのご意見等は、右記二次元コードの
「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。




